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Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

【事業所の概要】
　当事業所は、横浜市営地下鉄グリーンライン川和町駅から徒歩で10分ほどの緑豊
かな田園風景の中の2000坪余りある敷地に平屋建てと2階建ての建物が庭を挟んで
ゆったりと立っている。裏の丘陵を利用した畑には、ボランティアの協力で四季
折々の野菜や、花々が植えられ、建物周囲の植栽とともに利用者や地域の方の楽し
みになっている。
【五感を活かした支援】
　「五感を刺激し、個人の能力が発揮できるように支援します。」を理念の1つに掲
げている。五感を刺激することで利用者だけでなく職員の感受性も豊かになり、自
然に恵まれた地域での生活から感じる季節の変化や、生活の中での音や臭い、利用
者の表情の移ろい、声の調子など微妙な変化に気づくようになると管理者は職員に
伝えている。
【介護力と対応力の向上】
　勤務歴が長く経験豊富な職員や介護福祉士、介護支援専門員の資格保有者が多
い。法人のバックアップ体制も整い、職場環境も風通しがよく、チームケアも確立
してきた。常勤職員の比率も高く、職員の介護技術や対応力の向上もあり、かかり
つけ医の協力のもと、家族の負担軽減に配慮して必要以上に医療費がかからない取
り組みも実現している。食が細くなった利用者も他の利用者と共に外食に誘い、好
きなものを食べていただいた。その翌日に急変し、検査の結果、末期がんが判明し
入院に至っている。家族からは、最後に好きなものを食べられたことへの感謝の言
葉があり、「利用者の今を大切に、1日1日を大切に」と職員間で共有している。

グループホーム都筑の丘は都筑区の中でもひときわ、豊かな自然に恵まれた環境のなかにあり
ます。地下鉄の川和町駅からホームまでの道は地域の方が丹精された野菜、四季折々の植物が
散歩の楽しみを倍増させてくれています。また通勤する職員の心も和ませてくれます。ホーム
は2000坪の敷地内にあり、春は桜の開花に合わせたお花見、秋は地域の保育園の園児達との芋
堀等はみなさん楽しみにされています。畑のじゃが芋、玉ねぎ、大根、白菜、里芋など収穫し
た野菜を日々の食事に取り入れています。豚汁は大人気です。栗、柿、みかん、キーウイフ
ルーツ、柚子も今年は豊作で毎日柚子湯にしています。毎食鰹節と昆布でだしをとり、地域の
商店街から届く新鮮な食材を使い、ほとんど加工品を使わない手作りの食事を提供していま
す。今年は猛暑のため夏の納涼祭をやめ替わりに秋祭りを行いましたが地域の方がたのご協力
で楽しい秋祭りになりました。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 ○ 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　都筑の丘

みずき、やまぶき、あじさい棟

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

地域の皆様が常に見守ってく
ださり感謝です。氏神様の初
詣の甘酒のふるまい、川和囃
子連の獅子舞、町内会の盆踊
り、ホームの秋祭りには全面
協力していただいています。
地域住民と連携の消防訓練に
も参加していただいていま
す。

利用者が地域の中でごく普通の生活ができる
ように、散歩で出会う地域の方との交流や、
地域の行事への参加、事業所の祭りに地域の
方を招待するなど日常のご近所付き合いがあ
る。生活で必要なものや毎日の食材は顔なじ
みの地元の商店から購入している。商店主の
方が休みを利用して社交ダンスや民謡のボラ
ンティアに来訪している。秋には、裏の畑で
近くの保育園児と恒例の芋掘りをして交流を
楽しんでいる。

川和小学校の認知症サポー
ターの講師、近隣の中学校の
職場体験、夏休みのボラン
ティア体験の受け入れをして
います。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

職員の名札の裏に5つの理念を
明記してある。その中に地域
社会の一員として心豊かに生
活を送れるように支援します
が入っています。毎月曜日の
朝礼時に復唱しています。

開所時に前理事長と職員が作成した理念を常
に念頭に置き、毎日のケアの中で実践してい
る。月曜日の朝礼時の唱和や毎月のワーカー
会議で、理念にまつわる創設者の思いや、地
域の理解の大切さ、地域密着の重要性を再度
教育している。事業所として何が地域に還元
できるか、利用者の今の思いを大切に、と管
理者が伝えている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

身体拘束はしないという前提
でケアを行っている。玄関の
施錠に関しては周囲の環境、
認知症であるが故必要な方法
であることをご家族に入居時
に説明してご理解頂いていま
す。

玄関は防犯のため、家族の了解を得て施錠し
ているが、ユニット内や周回できるテラスへ
は居室やリビングから自由に出入りができる｡
車いすは移動の手段とし、リビングでは椅子
への移動をしている。認知症の進行に伴い、
多動などの行動・心理症状が出た時には、職
員会議などで対応を話し合い、情報を共有し
てケアに当たっている。職員は利用者が不快
に感じない声や音の音量などにも配慮してい
る。

定期的に２か月に１度運営推
進会議を行っています。委員
の方々にはホームの行事にも
参加していただいています。

運営推進会議は、利用者家族、町内会長、婦
人部会長、民生委員、ボランティア代表、地
域包括支援センター職員、近隣の特別養護老
人ホーム施設長、消防団長など多彩なメン
バーで2か月ごとに開催している。会議では地
域から情報提供を受けたり、事業所が地域に
対して還元できることなどを話し合ってい
る。外部評価の結果や利用者アンケートの意
見なども報告している。

区役所主催の認知症サポー
ター連絡会、認知症フォーラ
ムのスタッフとして活動して
いる。認知症サポーター養成
講座の講師、認知症カフェ連
の講師をすることで連携して
います。

都筑区主催の認知症フォーラムには、毎年パ
ネル展示やスタッフとして協力している。老
人会の認知症サポーター養成講座の講師や認
知症カフェ連絡会の講師などを引き受け、高
齢障害支援課職員と連携を取っている。生活
保護費受給者の相談なども生活支援課にして
いる｡

毎年12月に県の虐待チェック
シートによる自己点検シート
を作成して、それを資料にし
て研修を行っています。スト
レスを抱え込まないで職員間
で問題を共有することが虐待
防止に繋がると思っていま
す。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

権利擁護に関しては、地域の
住民を対象に勉強会を企画し
職員も参加したことがある。
成年後見制については制度を
利用されている方がいるので
理解しています。

契約時相談員が利用者、及び
代理人の権利（第10条）義務
（第13条）契約解除（第14
条）をわかりやすく説明し、
納得していただき同意を得て
契約しています。

ご家族が面会に来られること
が多い土日祝日は管理者、
ホーム長は出勤するようにし
ており、ご家族と対応するよ
うにしている。そこからケア
プランに繫げて反映させてい
ます。

家族会は行っていないが、行事の時や面会時
などに家族から話を聞く機会を設けている。
今年は、成人の日の餅つきを厳冬の時期を避
け、3月のひな祭りに行ったり、猛暑のため納
涼祭を秋祭りにしたところ家族から好評を得
ている。敬老祝賀会の際に、職員の負担を軽
減するため茶話会にしたらと家族からの提案
があり変更している。毎年の外部評価の家族
アンケートで出る意見も、運営に活用してい
る。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

横浜高齢者グループホーム連
絡会、神奈川高齢者認知症グ
ループホーム協議会に加入し
複数連携事業にも参加してい
る。現場研修にも毎年参加し
ています。

職員の能力、実績、貢献度な
どを公平に見極め、職員が向
上心を持って安心して働ける
よう努力している。介護職員
処遇改善交付金は年3回支給し
ています。

介護福祉士、介護支援専門員
の受験時は勤務の便宜を図っ
ています。社内研修はW会議の
時にタイムリーな課題で行っ
ています。社外研修にも参加
できるように考えています。

毎月Ｗ会議で出た問題点、改
善案などはその場で解決し即
実行している。各行事の実行
委員による反省会で出された
ことは来年度に反映されてい
る。管理者は必ず出席してい
ます。

職員との個人面談は年1回人事考課を兼ねて
行っている。毎日のケアの中でも、重度化し
た利用者の入浴介助の不安や、夜勤を少なく
して欲しいなど、職員が管理者と話ができる
環境がある。職員から他の事業所との交換研
修後、他のホームを参考にケアの軽減のため
入浴回数を少なくしたり、レトルトや冷凍食
品を利用する提案が出た時は、法人の方針を
丁寧に説明し、理念に立ち返って考る事の重
要性を伝えている。



自己評価

実施状況 実施状況
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15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

9人の入居者と職員が下宿屋さ
んのように暮らせることが理
想。それぞれの得意分野を職
員が把握し協働している。時
にはトラブルも発生するが、
それも日常生活と捉えていま
す。
ご家族にはいつでも、気軽に
来て頂ける様にしている。家
族と職員が協力しあうことが
入居者さんの安心と安定に繋
がると思って援助している。
ご家族にしていただくことも
ケアと考えています。

ご家族の入居者さんに対して
の思い、ホームに対する希望
など遠慮なく言える雰囲気を
作り、ご家族が安心して頂け
る環境を作っている。納得出
来るまで見学相談をしていま
す。
ご家族、ご本人の不安な気持
ちを理解し、あせらずに根気
よく対応をしている。帰宅願
望、入浴拒否はあって当然と
職員は理解して対応していま
す。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

ご家族に作って頂いたアセス
メントをもとにしながらお話
をする。入居初期は緊張や不
安が多く、職員だけではな
く、他入居者にも協力してい
ただいて対応をしています。
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20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

帰宅願望、入浴拒否はあって
当然と受け止め、ご本人の気
持ちを大切にしながら対応し
ている。困難な時はご家族に
協力していただくこともあり
ます。

職員は利用者と1対1になる入浴時や散歩など
の機会を大切にして、本音で話をしてもらえ
るような関係づくりをしている。利用者の思
いから運動会を復活させ、体を動かす活動を
増やしている。報告書に日々の介護や利用者
の会話の内容を記録して、ワーカー会議など
で話し合い、情報を共有している｡汲み取った
思いや意向をケアプランに反映している。

現段階では該当するケースは
ありません。今後必要なケー
スが出現した場合は相談、支
援していきたいと思います。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

今まで過された環境を大切に
し、家族、友人の訪問、外出
はとても良いことだと思って
います。

家族や友人の訪問も多く、家族と教会に行く
方や、友人と食事に出かける方もいる。家族
と墓参りや法事に出る方、結婚式に家族が用
意した晴れ着を着て参列する方もいる。通い
なれた美容室に行く方や、今までの生活習慣
で化粧をする方も数名いる。好きな相撲や大
河ドラマをテレビで見たり、木曜日に好きな
アイドルの出る番組を楽しみにしている方た
ちには、新聞のテレビ欄などで時間を伝える
などの支援をしている。

気の合う人、合わない人を職
員が常に視野にいれてトラブ
ルを未然に防ぐようにしてい
る。お互いに一方通行の話で
も楽しそうに話しているのを
職員は温かく見守っていま
す。
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24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

その日の体調、気分、天気等
を視野に入れながら過ごして
いただいている。手伝いをし
ていただくことで職員も助
かっています。

身体の状態や認知症の進行等
でトラブルが生じた時はその
都度職員同志で話し合いご家
族に相談し早い対応をしてい
ます。介護計画の目標が達成
できるように実施状況を毎日
意識してケアを行っていま
す。

職員は利用者の変化を見逃さないようにアン
テナを張り、情報を共有し、日々のケアに当
たっている｡毎月のワーカー会議後のケアカン
ファレンスで全員分のモニタリングを行い、
通常は6か月毎の見直しをするが、変化のある
時は医療情報などを加味してその都度見直し
ている｡「援助目標実施ファイル」にサービス
内容を記号で表示し、日々の記録と連動させ
ている。職員は常にケアプランを念頭に置き
介護にあたっている。

入居時に幼少時から現代まで
の状況をご家族と一緒にアセ
スメントを行い今後のケアに
反映させている。お話しの中
ででてくる分からない事はご
家族にその都度お聞きしてい
ます。
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27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

書道、絵手紙、音楽療法、園
芸療法、民謡、秋祭り、餅つ
き、ダンスなどの地域ボラン
ティアの方たちのご協力、ご
近所の方たち見守り助言など
を頂きな安全で豊かな生活が
送れるように支援していま
す。

日々の様子は毎月報告書をご
家族に送付しています。職員
間の業務日誌、連絡ノートは
出勤したらすぐに目を通し情
報の共有をしています。

医療機関との連携、川和町町
内会、婦人会、地元の消防
団、保育園、小・中学校、学
童保育、地域包括センターな
ど多くの協力を得て多機能化
に取り組んでいます。
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30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

重度化した時は医療と家族と
一緒に話し合い、ホームでで
きる範囲のケアを職員と検討
し行っている。介護保険上の
看取りはしていませんが、現
実にはそれに近いケアをかか
りつけ医に相談しながらして
います。

入居時に事業所の重度化した場合の方針を口
頭で説明をして家族から了解を得ている｡看取
り介護は実施していないが、利用者や家族の
状況や希望に応じ、協力医のアドバイスなど
も受けながら、食事が摂れなくなるぎりぎり
までホームで対応している。

利用者の重度化や、急変に備
え、終末期対応の研修会参加
や、協力医や看護師の指導に
よる勉強会の開催などを期待
します。

往診の看護師には気軽に相談
でき電話での相談もいつでも
快く対応してくれるので心強
いです。

入退院時、カンファレンスに
はホーム長、管理者が同行し
て病院との連携を計っていま
す。

掛かり付け医（内科・整形外
科・歯科）による、定期的な
往診。急変時の対応もしてく
れるので職員も安心してい
る。入居者も顔なじみのＤｒ
の往診に笑顔で受診されてい
ます。

慢性疾患のある方や家族の希望で入居前から
のかかりつけ医に受診をする方は、家族が同
行し、状況を受診ファイルに記録して情報を
共有している。現在の利用者の状況や職員の
対応力、介護技術の向上を踏まえ、利用者や
家族の経済的負担軽減のため、必要に応じた
医療の受診に今年度から変更している。協力
医は月1回、同クリニックの看護士が医師と重
ならない日に月1回訪問している。毎週口腔ケ
アで訪問している歯科衛生士から職員が口腔
ケアの指導を受け、日常の口腔ケアに当たっ
ている。歯科医は必要に応じ、治療に訪れて
いる。訪問マッサージの訪問もある。
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34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

認知症の進行により本来のそ
の人らしさが失われてしまう
ことがありますが、その方の
尊厳を大切にした言葉がけや
対応を心がけています。

理念に掲げる「個人を尊重し、プライバシー
を守る」ことを常に意識し、利用者を人生の
先輩として言葉遣いには注意をしている。特
にトイレ誘導は周囲にも配慮した誘導を心掛
けている。個人情報保護の研修はワーカー会
議や全体会議でも実施している。個人情報を
含む書類は施錠管理を行っている。

歩行できない入居者（特に２
階）を救助する訓練をしてい
ます。認知症であることで他
所での避難生活は難しいと
思っています。広い敷地を利
用した避難生活考えていま
す。

夜間想定の避難訓練を今年度は6月と1月に利
用者も参加し、消防署立ち合いで行ってい
る。避難訓練では、AEDやスプリンクラーと消
火器の使い方などについて、消防署員から指
導を受けている。訓練には地域の方も参加を
して見守り役で協力している。地域の防災訓
練には職員が参加している。2月に開催される
区消防署主催の高齢者施設の職員を対象とし
た防災研修会への参加を予定している。備蓄
は徒歩2分ほどの倉庫に職員分を含めて3日分
以上用意し、リストで管理している。備品は
庭の倉庫に大鍋やプロパンガス、コンロ、
ポータブルトイレなどを備えている。

避難訓練時応急手当、救命措
置、ＡＥＤの使い方を消防署
の指導を受けています。ま
た、事故が発生した時はそれ
を教訓として事例検をしてま
す。
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37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

盛り付け、配膳、食器拭き、
食器をしまう等一人一人の得
意な事をしていただいていま
す。外食や出前をとったりす
ると喜ばれます。献立がマン
ネリ化すると管理栄養士に伝
えメニュー変更しています。

今年度は、利用者の入れ替わりにより、年代
やADLも変わり、今まで提供が難しくなってい
た揚げ物なども職員からの提案で委託の管理
栄養士（以前事業所の職員）に相談し、献立
に取り入れている。日常の食事は、管理栄養
士が献立を立て、地域の商店に食材を発注し
ている。事業所の畑で採れた旬の野菜や果実
が食卓に上ることもある。食事は手作りを大
切にして冷凍食品や加工食品などは使ず、毎
回職員が調理をし、利用者もできる範囲で手
伝いをしている。対面キッチンから聞こえる
調理の音やにおいが利用者の五感を刺激して
いる。

その日の体調、気分を優先し
て一人ひとりのペースを大切
にしている。一日のスケ
ジュールは特に決めず、天
気、入居者の希望を優先して
います。
服装はできるだけ自分で決め
ていただいています。できな
い方は職員がご本人に聞きな
がら着ていただいています。
季節、色の組み合わせ等を配
慮してコーディネイトしてい
ます。時にはお化粧をするこ
ともあります。

自分の思いや気持ちが表現で
きるような環境、雰囲気を
作っている。散歩、レクリ
エーションなどの参加も自由
で入浴時間なども希望の時間
にしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

便秘が不穏の原因の１番であ
り認知症の発症原因であるこ
とを職員は理解して観察記録
をしています。１日２回の体
操、ストレッチ、歩行をして
います。かかりつけ医に相談
しながら便秘薬の調整をして
います。

毎週火曜日に歯科衛生士によ
る口腔ケアを行っている。職
員も歯科衛生士による口腔ケ
アの指導を受けている。毎食
後に職員が歯磨きの見守り、
介助をしています。

それぞれの排泄パターンを把
握し、トイレの声かけを行
い、リハビリパンツを使用し
ていてもトイレでの自然な排
泄ができるように支援してい
る。夜間もトイレで排泄でき
るように時間でトイレにお連
れしています。

トイレは各ユニットに3か所、うち2か所が車
いす対応の開口部が広い介助用トイレであ
る。どのトイレも清掃が行き届き、排泄用品
なども目に触れない、臭気も極力しないよう
に配慮している。どのトイレの扉にもタオル
で作った小さなドレスをかけ目印にしてい
る。できる限りトイレでの排泄を支援し、利
用者ごとの排泄パターンを把握してトイレ誘
導している。夜間はセンサーを使用して転倒
などの事故がないように備えている。

管理栄養士によるバランスの
良い献立に季節の旬の物を取
り入れてもらっている。歯の
状態、嚥下低下に合わせて対
応している。食べにくかった
り、不評のメニューは栄養士
に伝え変更しています。
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45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

入居者一人一人の得意なこ
と、好きな歌を職員が理解し
て特意分野のことが発揮でき
るような場面を作っている。
役割があることが自信になっ
ています。

日中はリビングでお手伝い、
余暇支援、散歩をすることが
夜間の良眠に繋がります。疲
れたら適度に居室で休息した
り、昼寝をしたりしていま
す。

服薬している薬のことがすぐ
分かるようまた与薬時の誤薬
の防止のための服薬管理表を
職員二人で確認をしている。
薬の変更がある時は連絡ノー
ト、引継により徹底していま
す。

1日おきの入浴ですが毎日入り
たい方には時間調整しながら
入っていただいています。拒
否が強い方は無理じいはせず
職員間の連携プレーで気持ち
よく入浴できるようにしてい
ます。

入浴は1日おきに、今までの生活習慣から夕方
以降の入浴を好む方が多くいるため、15時半
～食後の20時までの間で利用者の希望を聞き
対応している。希望があれば毎日の入浴にも
応じる体制がある。冬場のヒートショック対
策で暖房機を設置している。利用者のその日
の体調によっては、シャワー浴や足浴で対応
している。冬場は庭の柚子で度々柚子湯を楽
しんでいる｡
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49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

日当たりが良すぎて暑くなっ
たり、眩しくなるのでその都
度カーテン、ブラインドで調
整をしています。ＣＤの曲も
季節、その場にいる方の好み
で選曲しています。程良い明
るさと音量を意識していま
す。

開所して15年を経過しているが、毎朝の職員
の清掃で事業所内はどこも清潔に保たれてい
る。利用者の手が触れるところの徹底した消
毒や、こまめな換気などで感染症予防に努め
ている。リビングの大きな窓からは、開所時
に植えた大きな桃や桜の木、四季折々の畑の
作物など自然豊かな光景が眺められ、利用者
の楽しみになっている。壁面には行事の写真
や桜の木の貼り絵などを飾って季節感を出し
ている。

認知症であることによる、金
銭トラブル、妄想等の出現あ
り、金銭は預からざるを得な
い。ご本人には家族が預って
いることをその都度お話しし
ています。

電話の場合はご家族の了解を
得た上で、掛けたいと言われ
た時にホームから家族、友人
に電話をかけている。自分で
描かれた絵手紙を友人、家族
に出しています。

自然恵まれた環境なので、天
気の良い時は午前、午後と散
歩にお連れしています。全棟
行事としてご家族にも協力し
ていただき春・秋の遠足をし
ています。

天気の良い日は利用者の歩行に合わせ、自然
豊かな事業所周辺を散歩している。散歩で出
会う近隣の方とあいさつを交わしたり、時に
は野菜や花をいただくこともある。事業所の
広い敷地を散策する方や、ところどころに置
かれたベンチで庭の木々や花々を眺めながら
外気浴を楽しむ方もいる。週2回、3ユニット
合同で庭で歌を歌ったり体操をしている。春
と秋には家族と一緒にズーラシアに遠足に出
かけている。
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53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

馴染みのある家具、お気に入
りのカーテンなどそれぞれの
入居者が工夫して生活してい
るが、認知症の進行により危
険物と判断した場合はご家族
に相談し撤去しています。

居室には、エアコン、クローゼット、照明器
具、レースカーテンが備え付けで用意されて
いる。各居室は感染症対策として万が一利用
者が罹患した時はテラスから出入りできる構
造になっている。利用者は家具や生活用品な
ど馴染みのものを持ち込み、自作の刺繍など
の作品や家族の写真などを飾っている。家具
の配置は利用者や家族の希望に応じている
が、利用者の状況の変化やADLの低下などで配
置を変えている。利用者は職員の助けを借
り、居室の掃除をしたり、好きなテレビを楽
しむなど思い思いの時間を過ごしている。

広い廊下とリビング、ダイニ
ングを介してさりげない見守
りができるように対面式キッ
チンにしてあります。食事の
盛り付け、配膳、食器拭きな
どの得意なお手伝いをしてい
ただいています。

リビングにはソファーが２つ
置いてあり顔が向きあわない
ように配置しています。夜は
テレビを一緒に観ています。
ソファーが一人になれる空間
にもなっています。




